
公民館を「水族館」にしてみませんか？

台貸し、本格稼働。
～であい ふれあい まなびあい～

毎日がもっと楽しく もっと豊かに

犬山市では、これまで「生きがい」をテーマに様々な公民館講座を実施
してきました。今年度は障害者の社会活動の選択肢を増やすことを目的に
新たな公民館講座の展開を進めています。

今回は名古屋芸術大学の協力のもと、「安全で誰でも取り組みやすく、
間口は広く奥行きも深い」羊毛フェルトワークショップを実施します。

障害がある方もない方も一緒に講座を受講し作品を作ってみませんか？

の試行で好評だった舞台貸し事業が、
令和４年４月から本格的に始まります！
催事のない平日を中心に、お値打ちな価格で
市民文化会館の大ホール舞台を貸し出します。

あなたも、気軽に舞台体験してみませんか？

試行時と一部運用が異なりますので、
詳細はウェブサイトをご覧ください。

～より、使いやすく～

犬山市南部公民館
犬山市羽黒摺墨11

TEL：0568-68-0834 FAX：0568-67-9940
休館日｜月曜日（祝日時は開館・翌平日休館）／年末年始

令和5年度公民館特別講座受講生の募集案内

▼講座内容： みんなでつくる！羊毛フェルトワークショップ
（全１０回講座 詳細は裏面のとおり）

▼ところ ： 南部公民館２階 料理実習室・講義室
（１２月の展示会・交流会は
１階展示室を予定）

▼対 象 ： 市内在住か在勤の１８歳以上の人

▼定 員 ： １２人（応募多数の場合は抽選）

▼講 師 ： 名古屋芸術大学 テキスタイル
デザインコース 貝塚 惇観 氏

▼申込方法： ７月２日（日）～９日（日）に南部公民館へ電話
（受付時間９：００～１７：００）または下部二次元コードより申込み

▼受講料 ： １人あたり３，０００円（材料費込）

▼その他 ： ・障害がある方で、介添人の同伴や手話通訳を希望される場合は、事前に
お問合せください。

・会場及び南部公民館施設（エレベーター、扉の間口等）の一部が狭くなって
いる部分がありますので、参加に不安がある場合はお問合せください。

・感染症対策のため、講座内容が変更・中止となる場合があります。

・記録動画の撮影があります。配慮が必要な場合はお申し出ください。



日程 時間 内容（予定）

第1回 8月26日（土）
＠講義室

10:00～11:30 フェルトワーク① ～もんでつくるフェルトの試作～
・好きな色の羊毛を選び、ちぎって並べる
・中性洗剤を梳(す)かしたぬるま湯を羊毛にかける
・手で揉んだり叩いたりして、羊毛を縮絨(しゅくじゅう)させる
・水洗い

第2回 8月27日（日）
＠料理実習室

10:00～11:30 フェルトワーク② ～こすってつくるフェルトの試作～
・好きな色の羊毛を選び、ちぎって並べる
・中性洗剤を梳(す)かしたぬるま湯を羊毛にかける
・手でこすって、羊毛を縮絨(しゅくじゅう)させる
・水洗い

第3回 9月 3日（日）
＠料理実習室

10:00～11:30 ドローイング① ～フェルト作品の下絵制作～
・「海や水辺の生き物」をテーマに、

絵の具で好きな絵を描いていく

第4回 9月17日（日）
＠料理実習室

10:00～11:30 ドローイング②
・「海や水辺の生き物」の絵を完成させ、

次回からの下絵とする
（完成した絵は一度お預かりし、縮小コピーを取ります）

第5回 10月22日（日）
＠料理実習室

10:00～11:30 展示作品制作① ～下絵を参考に、今までに学んだ技法で
大きな作品を制作する～（共同制作可）

・描いた下絵を基に、羊毛を組み合わせ、
縮絨（しゅくじゅう）させていく

・揉んで作って立体的にしても、こすってつくって平たく
つくっても、それらを組み合わせても良い
（一人で制作するのも、グループで作るのも可）

第6回 11月19日（日）
＠料理実習室

10:00～11:30 展示作品制作②

第7回 11月25日（土）
＠料理実習室

10:00～11:30 展示作品制作③

第8回 11月26日（日）
＠料理実習室

10:00～11:30 展示作品制作④

第9回 12月 3日（日）
＠料理実習室

10:00～11:30 展示作品制作⑤
・細かい部分の修正
・展示作品完成

（作品は展示ができるよう準備しますので、一度回収し、
展示作業日に持っていきます）

第10回 12月 9日（土）
＠展示室３

10:00～11:30 展示作業（会場：南部公民館１階展示室３）
※ 館内のスペースにも作品を展示予定

展示会 12月10日（日）
＠展示室３

※１２月１０日（日）午後に交流会を予定
（交流会の内容については講座進行に合わせて検討）

※ 交流会後、搬出作業

【持ち物】・雑巾１枚
・ビニール袋（作品を持ち帰って保管するために使用します）

※ 毎回水を使用した作業を行います。必要に応じてタオル等をご持参ください。
※ 汚れてもよい服装でご参加ください（例：防水のエプロン）


